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　中央区役所ホームページトップ＞まちづくり＞あなたの
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ことが可能です。ぜひ調

べてみてください。

詳細 　総務企画課広聴係
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苗
穂

　

苗
穂
と
は
、
ア
イ
ヌ
語

の
「
ナ
イ
・
ポ
」「
ナ
イ

ボ
」
か
ら
付
け
ら
れ
た
も

の
で
、「
子
で
あ
る
川
」「
小

さ
な
川
」
と
い
う
意
味
。

現
在
は
マ
ン
シ
ョ
ン
の
多

い
住
宅
地
帯
だ
が
、
開
拓

当
時
は
小
さ
な
川
、
沢
の

あ
る
湿
地
帯
だ
っ
た
。

東
北

　

明
治
時
代
、
農
務
長
官

の
ケ
プ
ロ
ン
が
、
豊
平
川

の
無
尽
の
水
力
を
利
用
し

て
工
場
を
作
る
の
が
よ
い

と
指
導
し
た
こ
と
か
ら
工

場
地
帯
に
発
展
。後
に
は
、

中
央
体
育
館
周
辺
の
北
１

条
通
に
５
軒
の
武
道
具
店

が
集
ま
っ
て
い
た
の
で
武

道
具
通
と
呼
ば
れ
た
。

東
橋
東
橋
東

南南222条条大橋大橋

南南南191 条大橋橋大橋橋

中
央

　

開
拓
当
時
か
ら
オ
フ
ィ

ス
街
と
し
て
発
展
し
、
ま

ち
づ
く
り
の
基
盤
と
な
っ

た
。
現
在
で
も
官
公
庁
、

銀
行
、
百
貨
店
な
ど
が
あ

り
、
行
政
、
金
融
、
商
業

の
中
心
地
と
し
て
札
幌
の

表
玄
関
と
な
っ
て
い
る
。

東
　

１
８
５
８
（
安
政
５
）

年
こ
ろ
、
吉よ

し

田だ

茂も

八は
ち

の
一

家
が
豊
平
川
の
渡
し
守
と

し
て
定
住
し
た
の
が
始
ま

り
。
そ
の
後
茂
八
は
、
開

拓
使
か
ら
後
の
創
成
川
の

延
長
工
事
を
請
け
負
い

「
吉
田
掘
」
の
名
を
残
す

な
ど
、
札
幌
の
開
拓
に
大

き
く
貢
献
し
た
。

豊
水

　

札
幌
の
母
な
る
川
で
あ

る
豊
平
川
、
鴨
々
川
、
こ

れ
ら
の
支
流
が
無
数
に
流

れ
、
水
が
豊
か
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
こ
の
一
帯
は

豊
水
と
呼
ば
れ
、
そ
れ
が

地
区
の
名
と
な
り
、
今
に

至
っ
て
い
る
。

西
創
成

　

創
成
と
い
う
名
は
、
大お

お

友と
も

亀か
め

太た

郎ろ
う

が
水
田
用
水
の

た
め
人
為
的
に
作
っ
た
大

友
堀
を
創
成
川
と
名
付
け

た
こ
と
が
始
ま
り
。
創
成

小
学
校
は
、
西
創
成
と
呼

ば
れ
て
い
た
時
代
が
あ

り
、
こ
れ
が
地
区
の
名
の

元
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て

い
る
。

本
府

　

本ほ
ん

府ぷ

と
は
、
開
拓
当
時

「
開
拓
使
本
庁
を
含
む
敷

地
」
な
ど
を
指
し
て
お

り
、
札
幌
本
府
（
札
幌
の

中
心
）
と
し
て
札
幌
建
設

が
行
わ
れ
た
。
札
幌
の
基

点
「
札
幌
建
設
の
地
」
碑

（
南
１
西
１
）
が
建
て
ら

れ
て
い
る
。

曙
　

東
本
願
寺
以
南
一
帯
の

野
原
を
薄す

す
き
の野
の
地
続
き
で

あ
る
所
か
ら
明あ

け
し
の篠
と
呼

び
、
そ
れ
が
暁あ

け
ぼ
の野
に
改
め

ら
れ
た
。
暁
野
を
曙
と
字

を
当
て
て
、
こ
の
一
帯
を

曙
地
区
と
呼
ぶ
よ
う
に

な
っ
た
。

山
鼻

　

藻
岩
山
の
ふ
も
と
に
位

置
し
、
山や

ま
は
な端
と
言
わ
れ
て

い
た
が
、
後
に
山
鼻
の
字

が
当
て
ら
れ
た
。
こ
の
地

域
は
シ
カ
が
多
く
生
息
し

て
い
た
た
め
、
ア
イ
ヌ
語

で
「
ユ
ク
・
ニ
ク
リ
（
鹿

林
）」
と
も
呼
ば
れ
た
。

中央地区

東地区

曙地区

西創成地区

山鼻地区

豊水地区

東北地区
苗穂地区

本府地区
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